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　連続して残された記録の解析 

　・水質資料のない時代の海洋環境の高精度復元 

　・変化パターンから海洋と海底の環境悪化の原因の特定 

これらが可能になる！

水・地圏環境-微小生物群カップリングと堆積物記録の高精度解析との関係

不撹乱の堆積物試料の採集
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解析例 (A kim oto, et al., inpressより) 

　諫早干拓地における水質記録欠落期間

(1988年以前および1990-1997年)の環境

復元と人為的改変の関係

水・地圏環境-微小生物群カップリングモデルと

堆積物記録との関係　　　　　　　　　　　　
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塩分低下

 解析結果 

　水質調査の欠損期 (1988年～1997年)の　

　　環境が把握でき，その後の推定も水質

　　調査の結果と良く一致した． 

　・環境復元に応用可能な有効な手法

有機物の分解

珪藻，渦鞭毛藻

の適度な生育

適度なリン酸，

硝酸，有機酸の

生成

 
 




